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32 商工業の育成振興事業 A 80,451 82,719 2,268

コロナ禍による商工業者の経営への影響を緩和低減させるべく国県市による各施策を実施し急増する需要に応じる
ことができた。引き続き経営環境の観察と適切な支援等施策に備える。また、まちのブランド構築をけん引する花マ
ルシェプロジェクトはコロナ禍においても市内外への活動認知を進められていることから協働的推進体制を維持し内
容を拡充していく。

産業支援課

32 企業誘致事業 A 56 170 114

事業主体である県企業庁柿ノ木工業団地について市としてPR活動を行いエントリー意向をある程度確認することが
できた。分譲予定面積を上回る需要が存在することから、操業の実態を訪問により確認するなど市としても、進出希
望事業者の意向の具体性を現地にて確認することができた。地域の信頼に足る事業者の誘致のため継続して地元
市としての評価過程を構築していく。

産業支援課

32 農業振興事業 ・新規野菜産地ブランド化事業 B 10,202 11,729 1,527
新規野菜カリフローレは市場出荷や報道を通じてのＰＲなどブランド野菜としての定着化を進めることができた。一方
で需要に対する生産量の調整を行った状況も生じたことから、供給の安定化もブランド野菜としての課題となる。

農業政策課

90 河川新設改良事業

・豊明市総合治水ソフト対策洪水
ハザードマップ作成事業
・豊明市総合治水ソフト対策河川
監視水位計等更新事業
・排水路設置事業（寺池地区関
連）

- 26,445 152,100 125,655
水防法に基づく1/1000年の想定最大規模のハザードマップを改訂し公表、水害による避難等行動意識啓発を全市
に向け行った。河川監視水位計のシステム改修により常時監視機能を回復した。寺池地区区画整理の円滑な推進
を図るため排水路設置に係る基本詳細設計を実施した。

土木課

7 交通安全施設管理・整備事業 ・交通安全施設整備事業 A 43,880 36,414 -7,466
地域の要望に基づき通学路を優先に対策を講じ、児童生徒等の交通安全確保を推進した。緊急点検箇所と抽出計
画された未就学児移動経路の対策を完了できた。通学路交通安全プログラムは継続的に実施していく。

土木課

3 空家等対策事業 ・空家等対策推進事業 A 1,565 1,605 40
空家等対策協議会においては法的な専門知見も含めて多角的な議論が行えるよう整えた。そのうえで空家所有者
に対し適切な指導を行うことができた。

都市計画課

29 公園施設整備事業 ・公園施設改修事業 A 26,876 31,877 5,001
継続的に順次実施している地域の意向等を踏まえながら行うリノベーション工事を皿池公園で実施し、老朽化対策
を行いつつ憩いの空間の再生を行うことができた。

都市計画課

10 市街地開発事業（住居系市街地整備）
・新市街地整備事業（寺池地区）
・新市街地整備事業（間米南部地
区）

A 129,437 54,598 -74,839
寺池地区は仮換地指定が完了し造成工事が順調に進められるに至った。県道５７号に接しまちづくりへの関心も高
まっている。間米南部は市街化区域編入が完了し計画に沿って順調に進展している。都市構造再編集中支援事業
として推進していく。

市街地整備課

32 市街地開発事業（工業系市街地整備）

・産業団地整備検討事業（柿ノ木
工業団地）
・産業団地整備検討事業（豊山周
辺地区）

B 11,475 21,000 9,525
県企業庁による柿ノ木周辺地区は造成工事に関連する設計協議・調査等の実施を行い計画に沿って順調に進展
できている。豊山周辺地区は多様な整備手法も視野に事業の推進を図っていく。

市街地整備課

24 農排統合事業 ・農排統合事業 A 61,120 26,670 -34,450
計画に基づき農集排施設の統合を完了した。勅使台団地についても接続・供用を円滑に終え、一部次年度に舗装
復旧工事を残すのみとなった。それぞれの地域の長期にわたる排水処理環境の向上を図ることができた。

下水道課

90 塵芥処理事業
・塵芥処理事業
・東部知多衛生組合負担金事業

- 495,278 697,976 202,698
市民と進める排出抑制の取り組みついて目標からの進行管理を公表しながら啓発を進めることができた。東部知多
管内での排出抑制の取り組みについては共通する方向性のもと各団体ごとの特性に沿った取り組みを実行しており
本市も高い市民の意識と協調しつつ独自の分別や排出抑制を柔軟に検討、導入していく。

環境課

公園緑地管理事業 ・公園包括管理事業 A 121,929 132,197 10,268 都市計画課

墓地管理事業 A 17,968 27,288 9,320 環境課

※事業が関連するめざすまちの姿の番号です。№９０はめざすまちの姿関連外事業です。

「3_総合評価」から「6_差」の内容は、各所属の中施策評価書からの転記です。

昨年度評価（R3年度）

10
利用者の利便向上、資源の活用可能性などを目指す指定管理者の選定を行い、サービスを向上させていく目的意
識を市と指定管理者が意見交換を行いながら実行に移していけるよう初動の体制整備に努めた。


